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１．組合員と地域の皆さまとともに!! 
 

ＪＡほくさいは地域社会の一員として、地域の皆さまとともに歩ん 

で参ります。 

ＪＡほくさいは、行田市、鴻巣市の一部（屈巣、広田、北根、赤城、赤城台、関新田、新井、境、上会下）、羽生市、加

須市を区域として、農業者を中心とした地域住民の方々が組合員となって、相互扶助（お互いに助け合い、お互い

に発展していくこと）を共通の理念として運営される協同組織であり、地域農業の活性化に資する地域金融機関

です。 

ＪＡほくさいでは、皆さまからお預かりした大切な財産である「貯金」を源泉として、資金を必要とする組合員の

皆さま方や、地方公共団体などにもご利用いただいております。 

ＪＡほくさいは、組合員の皆さまへの奉仕はもとより、地域の皆さまに様々な事業機能やサービスを提供するこ

とにより、農業や地域経済社会の健全な発展に寄与することで社会的・公共的使命を果たしてまいります。 

また、ＪＡほくさいは、地域社会の一員としての責任を自覚し、地域の各種行事や催事等への参画やＪＡの社会・

文化的活動をとおして、少しでも地域社会の発展や活性化のお役に立ちたいと思っています。 

今後とも協同組合運動の理念である「一人は万人のために、万人は一人のために」を念頭におき、より良き地域

社会人として、組合員の皆さまをはじめ地域社会の皆さまと一緒に歩んで行きたいと思っています。 
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北川辺青果物出荷協議会は５月１６日に、ＪＡ北川辺野菜集出

荷所で会員が栽培した北川辺ブランドトマト「木甘坊」約２０㌜、

ネギ約１５㌔、きゅうり約５０㌔、ナス約１０㌔を、加須市内で

フードパントリー等を運営する６団体に寄贈しました。 

 加須市子育て応援フードパントリー連絡会嶋田善市会長は

「食材の値上がりなどが家計を圧迫するなか新鮮な野菜をいた

だけるのは大変ありがたい」と話していました。 

今回の野菜は、フードパントリーを通し支援を必要とする２０

０世帯へ、また子供食堂に１００食分の食材として配布されまし

た。 

ＪＡ女性部は７月５日、新たな支部として、ＪＡ川里中央支店

を管内とする「川里支部」を設立しました。部員１６人の中には

米、野菜、花卉栽培等幅広い年代層で、部員の交流と地域貢献を

目指しＪＡが事務局を務めます。 

初代支部長には桑原輝美さんが就任しました。 

 設立総会は加須市内で開き、女性部員やＪＡ役職員ら約２１

人が出席。規約や２４年度事業計画、役員選任など４議案を承認

しました。初年度の活動は、イベントへの参加、地産地消の推進、

高齢者福祉やミニデイサービスなどを計画しています。 

ＪＡは６月８日に鴻巣市川里地区で稲作体験教室を開きまし

た。ＪＡほくさい管内の消費者に参加を募り、１０家族４０名

が参加しました。   

 ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活用し、

地域活性化を目的にしています。 

 参加者は、１０㌃のほ場に 40 ㍍幅に１㍍間隔で横一列に

並び、ＪＡ職員号令のもと、目印の紐に沿って手植えに挑戦し

ました。 

  

川里地区に女性部誕生 

フードパントリー等に野菜寄贈 

稲作体験教室開催 



 

２．ＪＡ自己改革の取り組み状況について 
ＪＡほくさいの目指す姿 

〇安全で安心な国産農畜産物を持続的・安定的に供給できる地域農業を支え、農業者の所得増大を支えます。 
〇総合事業を通じて地域の生活インフラ機能の一翼を担い、豊かで暮らしやすい地域社会の実現に貢献します。 
〇「食と農を基軸として地域に根差した協同組合」として存立します。 
 

 



 

 
Ｊ Ａ ほ く さ い  中 期 計 画 ア ク シ ョ ン プ ラ ン  

進 捗 状 況 報 告 書  【 令 和 ６ 年 度 第 ２ 四 半 期 】 

基本 
目標 

主な成果指標 重 点 施 策 
アクションプラン（主な取組）  

取 組 状 況 
 令和６年度 

持
続
可
能
な
食
料
・農
業
基
盤
の
確
立 

出資型法人を設立し、
農業経営（米 13ha、麦

７ha） 

ＪＡ出資型法人による
農作業等受託と農業

経営の実施 

・モデル地区にて受託作業と農業経営
面積の拡大（米 13ha、麦７ha） 

・【受託作業面積】 
春作業・麦刈り作業他(11.5ha) 

・【農協経営面積】 

小麦（14ha）・水稲（12ha）露地野菜
（1.1ha） 

担い手経営体全戸訪問
と、総合事業提案、農業
支援の実施 

担い手経営体との信

頼性構築 

・TAC 及び営農経済渉外による担い
手経営体への訪問 

・総合事業提案と農業経営支援の強
化実践 

・９月末実績 288件の訪問活動 

・県域応援企画の取扱い件数 19件 
・省エネ型施設園芸産地育成緊急対策事
業 65件 

・カメムシ防除 915ha 

米 穀 を 独自 の販 売

30％を行い、精算金の
追加を行う。米穀の作
付け前（目標 85ha）に

買取価格を提示し契約
販売の実施。 

直接販売等の強化に

よる農業者の所得増
大 

・ＪＡ直販米比率 30％ 
・契約栽培面積 85ha 

・業者から直接買い取りの依頼が多くあ
り、直販比率は増加傾向。 

・契約栽培面積 多収米 71ha 

   〃    野菜 13.1ha 

准組合員との交流の場
として、各種イベント等
を開催し、アクティブメ

ンバーシップを目指し、
販売品の取扱い令和３
年度比７％増を目指

す。 

農産物直売所の生産
販売の拡大 

・販売品取扱増加 
（令和３年度比７％増） 
 

・直売所再編案の構築 

・全体で前年(４－６)同月比 110.2％ 
受託品は 55.6％、取扱高 1.4％の増加 
 

・検討予定 

担い手経営体へトータ
ールコスト低減の取組
みを提案し、担い手直

送（大型）規格農薬等の
利用を促し取扱い面積
2,320haを目指す。 

大型規格農薬の取り

扱い拡大 

・担い手経営体へコスト低減の提案 

・取扱面積(2,320ha) 

・推進品目の選定を行い、11月からの推

進に向けて準備中 

持
続
可
能
な
地
域
・組
織
・事
業
基
盤
の
確
立 

ほくさい管内の７地区

において、組合員との
対話会を年１回以上開
催 

「組合員との対話運
動」の継続・強化 

・継続実施 
・各種イベントを通じた組合員アンケ

ートの実施・活用 

・組合員との対話会を 12月に7地区で
開催予定。また、青年部、女性部との
意見交換会についても実施予定。 

・農業体験、スポーツイベント等で 680
世帯にアンケート実施 

ＪＡ女性部未組織支店
（２支店）へ設置を促
す。 

ＪＡ女性部、青年部とＪＡ
役職員との対話活動 
１回/年実施。 

女性・青年の活躍推

進 

・ＪＡ女性部・青年部員の加入促進 

・ＪＡ役職員とＪＡ女性組織・青年組織
の対話活動の継続実施 

・女性組織と青年組織の対話活動の

実施 

・7/5 女性部川里支部設立（16 名）青
年部増員(５名) 

・実施に向け検討中 
・実施に向け調整中 

正組合員 30％以上 
総   代 15％以上 

理   事 15％以上 

女性のＪＡ運営参画
目標 

正組合員 30％以上 
総   代 15％以上 

理   事 15％以上 

・役員の女性割合を 15％以上とするべ
く令和 6 年 1 月の理事会にて定款並

びに女性理事の登用に関する内規に
ついて附議・承認 
定款変更について通常総代会にて附

議・承認 

・多様な生産組織等と
連携し、子ども食堂や
フードバンクへ食材の

提供を 1 回/年以上行
う。 

地域の将来を担う子

どもたちの健全な育
成と地域の多様な組
織との連携強化 

・子ども食堂、フードバンクへの食材
提供の継続実施 

・こども食堂・フードパントリー・社会福

祉協議会へ農産物（梨・西瓜）を提供 
・地元小学生によるトウモロコシ収穫体
験の実施 

 



 

 

 
基本 
目標 

主な成果指標 重 点 施 策 
アクションプラン（主な取組）  

取 組 状 況 
 令和６年度 

「
食
」
「
農
」
「地
域
」
「Ｊ
Ａ
」に
か
か
る
地
域

住
民
理
解
の
醸
成 

農業振興の応援団とし

て、ＳＮＳフォロワー数 
400人 

広報機能を強化し、Ｊ
Ａ情報の発信 

・ホームページの更新頻度の増加 

・ＳＮＳ(Facebook/LINE)による情
報発信 

・ＨＰ／更新   27回 

・ＦＢ／更新   43回 
・ＬＩＮＥ／更新   ５回 

准組合員とのメンバー
シップ強化のため、伝

承料理教室、稲作体験
教室、収穫体験バスツ
アーの開催を１回/年開

催する。 

准組合員の「農」に基
づくメンバーシップ

の強化 

・伝承料理教室の開催 
・稲作体験教室の開催１回(行田地区) 

・収穫体験ツアーの開催 

・伝承料理教室開催(７/27) 
・田植え体験開催(６/８) 

・ブルーベリー収穫体験開催(７/27) 

次世代対策として、野
球大会、ミニバス大会、
その他スポーツ大会（１

大会）を支援します。 

地域で子供のスポー
ツイベントの支援 

・北埼玉地区野球大会及びミニバス大
会への支援及びＰＲの実施 

・小学生スポーツ支援及びＰＲの実施

（１大会） 

・ミニバス大会(４/23)・北埼玉地区野 
球大会(７/27)  への協賛 

・サッカー大会（10 月）・バレーボール大

会(12月)へ協賛予定 

不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
強
化 

支店・農機センターの
統合により、固定費の 

削減 （ Ｒ ３年度対比 
1.3％減） 
 

遊休資産の売却を基本
とし、固定資産税等の
削減（固定資産税Ｒ３年

度対比 ３％減） 

支店の統合 
29支店→８支店・ 
７営農経済センター 

・継続的に効率化を図りながら事業を

運営 

・再編による業務の効率化を図った事業
運営を継続し、引き続き経営基盤の強
化を図ってまいります。 

農機センターの統合 
７農機センター  → 

１農機センター 

・埼玉志多見支店の敷地を活用し、新

たに農機センターを建設 
・１農機センターへ統合（出張所の設
置） 

・令和６年度末までの農機センター事業
再編・整備計画案の策定を継続して進

めてまいります。 

農業倉庫の再編 ・再編計画案の検討 ・再編計画案を協議・検討しております。 

遊休資産の流動化 ・遊休資産の流動化の実施 

・旧持田駅前倉庫跡地・旧加須支店跡
地・旗井地区遊休地の売却が完了。売

却先が決定している旧南河原支店（事
務所・倉庫）・旧行田北支店跡地・羽生
農機センター駐車場・旧礼羽支店跡地

につきまして、売買契約の締結に向け
て進めてまいります。 

役員の定数を減らすこ
とにより機動的な経営
上の意思決定を行い、

また新たな支店運営協
力委員会を設置するこ
とにより組合員からの

様々な意見を集約し、
組合の事業運営に反映
させる 

役員定数の変更 
・役員定数の削減 
理事 38人→25人 
監事８人 →６人 

・今年度の改選により、目標を達成いた

しました。 

新たな支店運営協力
委員会の設置 

・新たな支店運営協力委員会の設置 

・各地区において協力委員が選任され、
支店運営協力委員会が開催されまし
た。今後の農協ならびに支店の運営

に意見・要望等を反映してまいりま
す。 

 



 

３．安心のバロメーター 
 

安 心 （その１）  
 

 

 

ＪＡほくさいは、組合員の皆さまや地域の皆さまより信頼をいただ

き、お預かりしている貯金は 2,907 億円になりました。この大切な

財産を、安全性と流動性を重視して資金運用しています。 
  

 

   

   

 
  

 
 

 

１ 売買目的有価証券 

当ＪＡは、令和６年３月期及び令和６年９月期における売買目的有価証券の残高はありません。 
 

２ 満期保有目的の債券で時価のあるもの 

                                (単位：百万円) 

 

Ｒ６年３月期 Ｒ６年９月期 

貸借対照表 

計 上 額 
時 価 差 額 

貸借対照表 

計 上 額 
時 価 差 額 

時 価 が 貸 借 対 照 表 計 上 額 
を 超 え る も の 

3,092 3,112 19 1,996 2,007 11 

時 価 が 貸 借 対 照 表 計 上 額 

を 超 え な い も の 
13,122 12,174 △947 15,494 14,299 △1,194 

合          計 16,214 15,286 △928 17,490 16,307 △1,183 

注１：時価は、９月末、期末における市場価格等に基づいております。 

 
３ その他有価証券 
                                                     (単位：百万円) 

 

Ｒ６年３月期 Ｒ６年９月期 

取得原価または 
償 却 原 価 

貸借対照表 
計 上 額 

差 額 
取得原価または 
償 却 原 価 

貸借対照表 
計 上 額 

差 額 

貸借対照表計上額が取得原価 

ま た は 償 却 原 価 を 超 え る も の 
1,497 1,507 10 1,295 1,300 5 

貸借対照表計上額が取得原価 
または償却原価を超えないもの 

11,238 10,385 △853 12,139 11,132 △1,006 

合          計 12,735 11,893 △842 13,435 12,433 △1,001 

注 1：貸借対照表計上額は、９月末、期末における市場価格等に基づいております。 
 
４ 金銭の信託 

当ＪＡは、運用目的・満期保有目的・その他の金銭の信託にかかる契約はありません。 
 

 Ｒ５年９月期 Ｒ６年３月期 Ｒ６年９月期 

貯 金 291,976 288,816 290,705 

貸 出 金 40,281 41,489 43,799 

預 け 金 222,009 217,777 215,808 

有価証券 28,405 28,108 29,924 

（単位：百万円） 



 

 

 

自己資本の額 
 

22,013 
百万円 

自己資本比率 
 

18.56 
％ 

 

安 心 （その２） 
 

 

金融機関の経営健全性を示すバロメーター 

…自己資本比率も充分です。 

 

ＪＡほくさいは、国内基準(４％)の４倍以上で、国際基準(８％)を上回る 18.56％の自己資本比率と、 

56億円の内部留保(特別積立金)で、安定した経営を維持しています。 
 

Ｒ6年９月期の自己資本の状況 

 

 

 
 

Ｈ

2
Ｒ６年９月期の計数は、仮決算結果に基づき、「農業協同組合等がその経営の健

全性を判断するための基準」（Ｈ18.３.28金融庁・農林水産省告示第２号）に準

拠して算出していますが、半期利益については、前年度実績の２分の１の外部

流出予定額を控除して自己資本の額とし、オペレーショナルリスク相当額はＲ

６年３月期の計数を用いて算出しています。 

余裕額は自己資本額の内、国際基準(８％)を上回る部分の金額となります。 

 

 

安 心 （その３）  
 
 

不良債権に対する備えも充分です。 
 

ＪＡほくさいは、経営の透明性を高め、その健全性と安全性をご理解いただくために、金融再生法に基づ

く開示債権の状況を開示するとともに、不良債権に対する保全状況を開示いたします。 
（単位：百万円、％） 

債 権 区 分 と 保 全 状 況 Ｒ６年３月期 Ｒ６年９月期 

破産更正債権及びこれらに準ずる債権 4 4 

危 険 債 権 75 72 

要 管 理 債 権 - - 

小   計（A） 79 76 

保
全
状
況 

上記債権の担保・保証の額（B） 61 60 

上記債権に対する貸倒引当金の額（C） 2 2 

上記債権に対する保全率（B+C）/（A） 79.7％ 81.5％ 

正 常 債 権 41,792 44,440 

合   計 41,871 44,516 
注）Ｒ６年９月期の計数は、９月末の仮決算において３月期決算と同一に当ＪＡの資産査定要領により実施した自己査定結果、並びに

資産の償却・引当基準に基づき計上したものです。なお、貸借対照表に計上している貸出金とは対象となる範囲が異なるため、残高

が一致しない場合があります。 

【用語の説明】 

●破産更正債権及びこれらに準ずる債権････破産･会社更生・民事再生等の事由により、経営破綻に陥っている債務者に

対する債権及びこれらに準ずる債権です。 

●危険債権････債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本

の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。 

●要管理債権････（１）3ヶ月以上延滞債権＝元金または利息の支払が、約定支払日の翌日を起算日として3ヶ月以上延

滞している貸出金のうち、破産更正債権等及び危険債権を除いた貸出債権です。 

（２）貸出条件緩和債権＝経済的困難に陥った債務者又は支援を図り、当該債権の回収を促進するこ

と等を目的に、債務者に有利な一定の譲歩を与える約定条件の改定等を行った貸出債権のうち、

破産更正債権等、危険債権及び3ヶ月以上延滞債権を除いた貸出債権です。 

 Ｒ６年３月期 Ｒ６年９月期 

自己資本の額 21,847 22,013 

自己資本比率 18.45％  18.56％  

余  裕  額 12,374 12,525 

（単位：百万円、％） 



 

※計数は、令和６年９月末現在です。なお、記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しています。 

※職員数は、パート、アルバイト及び被出向の職員を除き、出向者、休職者及び常勤嘱託を含めた人数を記載しています。 
※記載内容、商品についてご質問がございましたら、お気軽にお声掛けください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出資金 3,060 百万円 

貯金･積金 290,705 百万円 

 

地域への資金供給の状況 
（貸出金に関する事項） 

 
お客さまからお預かりした大

切な貯金・積金を、資金を必要
とされている組合員、地域にお
住まいの方や事業者の方々へ
資金を適正に供給し、農業や地
域経済の活性化に寄与していま
す。 
 

貸出金残高 

43,799百万円 
組 合 員 35,642百万円 
地 公 体 等 7,949百万円 
そ の 他 207百万円 

  
＊制度融資の実績 
農業近代化資金  285百万円 

＊農業支援融資商品 
営農ローン 
ＪＡ農機ハウスローン etc. 

＊個人向けローン、事業者向け
融資についても各種ご用意して
います。 

地域からの資金調達の状況 

 
当ＪＡでは、お客さまのニー

ズにお応えするため、ＳＤＧｓ
定期貯金や、子育てをしている
方を対象とした優遇定期貯金
など、特徴ある商品をご用意し
ていますが、今後も新商品の
開発やサービスの一層の充実
に向けて努力してまいります。 

 

貯金･積金残高 

290,705百万円 
 

文化的･社会的貢献に関する事項 
（地域との繋がり） 

 
(１)「地域との共生」を基本理念
に小さな活動からを合言葉
に、福祉、スポーツや地域活
動等の活動を通じて文化的･
社会的貢献活動を展開して
います。 

 
 (2)利用者ネットワークとして、
各種友の会や部会を設置し、
さまざまな活動を展開して
います。 

 
 (3)ほくさいだより等の広報誌
やホームページを通じて情
報提供やご意見を承ってい
ますのでご利用ください。 

 
https://jahokusai.jp 

 

貸出金以外の運用に関する事項 

 
安全性と流動性を重視した安

定収益のため、ＪＡ県信連預金や
国債等の有価証券で運用してい
ます。 

 

ＪＡ県信連等預金残高 215,808百万円 

有 価 証 券 残 高 29,924百万円 

 

 

 

JAほくさい 
 

常勤役職員    328名 

本店            １ 

支店            ８ 

営農経済センター   ７ 

ＡＴＭ設置台数     16 

事業所          19 

 

           等 

 

貸

出

金 

 

支

援

サ

ー

ビ

ス 

 

営

農

支

援 

   

組合員の皆さま・地域のお客さま 

ＪＡほくさいは、組合員

の皆さまや地域のお客さ

まの着実な資産づくりの

お手伝いをさせて頂いて

います。 

組合員の皆さま･地域のお客さま 

うち組合員数：24,208人 

※ＪＡにおける「組合員」とは？ 

地区内にお住まいや勤務の方

は組合員になる資格があります。

また、組合員以外のお客さまへも

一定の範囲内でＪＡのサービスを

ご利用頂けますので、お気軽にお

声掛けください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

店舗名 電話番号 店舗名 電話番号 

本 店 

行 田 中 央 支 店 

行 田 中 部 支 店 

川 里 中 央 支 店 

羽 生 中 央 支 店 

加 須 中 央 支 店 

騎 西 中 央 支 店 

北 川 辺 支 店 

大 利 根 中 央 支 店 

 

0 4 8 - 5 6 1 - 6 9 1 1 

0 4 8 - 5 5 6 - 1 1 7 1 

0 4 8 - 5 5 6 - 2 2 3 5 

0 4 8 - 5 6 9 - 1 3 2 1 

0 4 8 - 5 6 1 - 1 0 0 9 

0 4 8 0 - 6 1 - 0 9 0 5 

0 4 8 0 - 7 3 - 1 1 2 1 

0 2 8 0 - 6 2 - 2 ０ 1 1 

0 4 8 0 - 7 2 - 3 1 1 1 

 

 

行田営農経済センター  

 

川里営農経済センター 

羽生営農経済センター  

加須営農経済センター  

騎西営農経済センター  

北川辺営農経済センター 

大利根営農経済センター 

 

 

0 4 8 - 5 5 6 - 1 1 7 2 

 

0 4 8 - 5 6 9 - 0 0 0 3 

0 4 8 - 5 6 3 - 1 5 7 1 

0 4 8 0 - 6 1 - 0 9 0 6 

0 4 8 0 - 7 3 - 1 1 2 2 

0 2 8 0 - 6 2 - 2 2 1 1 

0 4 8 0 - 5 3 - 9 2 3 0 

 

Ｊ Ａ ほ く さ い 

破綻未然防止のための 

ＪＡバンク独自の制度 

破綻未然防止 
シ ス テ ム 貯金保険制度 

貯金者保護のための 

公的な制度 

組合員・利用者の皆さまに、より一層の「便利」と

「安心」をお届けするための農協金融システムが「Ｊ

Ａバンクシステム」です。 

このシステムに一体的に取組むＪＡバンク（ＪＡ・信

連・農林中金）の金融店舗には、「ＪＡバンク会員マー

ク」が掲示されております。 

 

 

ＪＡバンクは、「破綻未然防止システム」と「貯金保険制度」により「ＪＡバンク・セーフティーネット」

を構築し、組合員・利用者の皆さまに、より一層の「安心」をお届けしています。 



 

 

 
 

2024 上半期 DISCLOSURE 令和 6 年 11 月製作 

ＪＡほくさい(ほくさい農業協同組合) 企画管理部 

〒348-8513 羽生市東７丁目１５番地３ 

Tel048-561-6911(代表)  

Fax048-561-4530 

【ホームページ】https://jahokusai.jp 

https://jahokusai.jp/
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